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日ころが各々刈取適期と考えられ，両品種ともに普通　　が望ましい○

経の刈取期に比べ5日ほど（100℃程度）早い刈取り

栽培条件に対する水稲品種の反応について

第5報　施肥条件による草姿などの変化について

千葉隆久・塩島光洲・高橋重郎・佐野稔夫

（宮城県農試）

1　ま　え　が　き

第2報に続き，水稲品種の施肥法に対する各形質の

反応の違いを明らかにし．各品種ごとの栽培法ならび

に多収栽培のための資料を得た。

2　試　験　方　法

施肥条件は，窒素基肥量をa当り0・7晦．1・05Kクの

2段階とし，それぞれに穂首分化期または減数分裂期

の追肥を0．4Kク施用する区を設けた。燐酸・加里は，

全量基肥とし．それぞれ0．7鞄を施した。

供試品種は，フジミノリ・ササミ′リ・北陸91号・

ササニシキ・トヨニシキ・東北112号の6品種である。

田植えは，4月14日に播種した保温折衷首を5月

22日に50×12（職，5本穂．278株／ガで行なっ

た。1区面積は12，5〝7，2区制。

5　試験結果および考察
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文献省略

各品種がそれぞれの施肥条件で示した籾数と収量を

第1図に示したが，同一施肥条件でも得られる枚数お

よびそこでの収量水準に大きな品種間差が認められた。

同一籾数での収量差は，その段階での登熱性の品種間

差といえる。第1国の破線は，千枚当り収量が，普通

の条件下では概数にきわめて良く比例することから，

全区をこみにしてこの回帰を計算し，これに枚数を乗

じて得た〝籾数一収量曲線〝である。これからみると

最適籾数は5．5～4万粒／〝戸とみられるが，この附近

の級数で平均的條向から上方に大きくずれて多収を示

しているのはトヨニシキ・東北112号である。フジミ

′少はこの附近の級数でも低収で，ササニシキは，籾

数過多で低収となっているが登熱性もやゝ不良とみて

良いであろう。

このような収負性の差異と関連すると思われるいく

つかの形質についてみたのが第2．5回，第1，2表で．
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第2図　施肥条件による穂数・穂相の変化の
品種間差異
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第5図　豊熟期の止黄葉身長と衆弦角

第1表　豊熟期の乾物重と稲体窒素

全 乾 垂

登 熟 期
成 熟 期

の 対 穂

窒 素 吸 収 鰍 の
成 熟 期

全　 吸
全 吸 収

の 乾 物 抑 時 乾 量 一 穂 窒　 素

増 加 量
物 増 加

率
収　 量

揃 時

吸 収 畠

農　 産

7　 1

ダ ／〝ヂ タ′Jげ ％

10．7 2．17

％

12 5 7 4 8 5 8 7 0 ．8 5

㍉　 主 15 4占 5 0 7 d O 12 ．8 2．5 0 0，9 4
15 0 4 4 7 5 5 7 1 1．6 0．4 8 0．8 9

ミ　　 4 12 7 9 5 2 4 7 0 1 1．8 0．6 1 0．9 0
ノ　　 5 15 8 d 5 4 1 ‘4 1 1．8 0．1 5 0．8 8

リ　 M 1 5 1 4 5 0 8 6 5 1 1．7 1．12 0．8 9

サ　 1 1 1 8 8 4 9 5 7 5 10 ．7 2 ．2 0 0．9 2

∵ i 1 5 2 8 8 08 8 5 1 5．4 5．5 8 1．0 1
1 2 5 7 4 5 9 5 5 15 ．5 1．8 0 1．0 5

ミ　　 4 1 5 16 5 6 1 7 5 1 2 ．1 2．8 4 0．9 2
ノ　　 5 1 4 0 9 5 5 2 8 1 1 4．6 4．4 2 1．0 4
リ　 M 1 5 0 1 5 5 1 6 9 12 ．8 2．9 2 0．9 8

北　 星 1 12 7 5 8 6 48 1 2 ．8 4 ．7 4 1．0 5

1 5 5 6 5 4 2 8 8 1 5．5 5．5 1 1．0 1
陸　 5 1 5 8 8 5 5 8 8 4 14 ．4 4．2 8 1．0 5

芸 孟 1 5 2 1 5 18 6 4 1 2 ．9 5．2 1 0．9 7

1 5 8 7 5 5 6 ‘9 1 5，8 5．7 9 1．0 1
15 0 5 5 0 4 8 5 1 5．4 5．8 7 1．0 1

サ　 1 1 5 4 4 5 1 7 8 5 1 1．9 2．8 5 0．8 9

サ　 言 1 5 8 4 4 6 2 5 8 1 5．7 2．d 7 0．9 9

1 5 7 2 5 2 9 8 2 1 5，5 2 ．4 2 0．9 8
こ　 4 14 d 5 8 2 0 7 5 1 5．4 5．8 5 0．9 1

シ　 5 1 4 0 7 5 5 9 6 2 12 ．0 0．9 5 0．8 5
キ　 M 15 9 4 5 5 5 d 2 1 2 ．9 2．5 0 0．9 2

ト　 1 14 1 1 5 5 5 8 5 1 5．4 4．5 9 0．9 5

ヨ　 2 15 14 8 5 8 7 5 1 7 5 7 19 1．1 4

5 14 2 5 4 4 5 4 5 15 ．d 4．5 0 1．0 4

ニ　 4 1 4 8 5 5 1 1 5 4 15 ．8 2．8 9 0．9 4
シ　 5 14 5 5 d O l d B 14 ．7 4．5 1 0．9 9

キ　 M 1 4 5 8 5 50 6 1 14 ．9 4．8 1 1．0 1

定 量 15 4 8 4 0 5 4 5 12 ．9 5．9 4 0．9 8

15 7 ° 4 2 2 4 4 14 ．6 5．4 7 1．0 6

14 8 4 5 5 1 d D 1 8 ．5 5．5 6 1．1 5
1 12　 4 14 0 5 4 5 1 4 4 1 5．5 5．5 7 0．9 d
号　 長 1 48 1 4 8 9 4 9 1 5 ．5 2．9 2 0．9 1

1 4 15 4 8 0 4 8 14 ．2 5．8 5 1．0 0

注．区別のノ広は，1．基肥標肥，2．墓標＋穂首，5．基標
＋減分．4．基肥多肥，5．基多＋滅分
の施肥を示す。

これらのおもなものについておおざっぱにまとめたの

が第2表である。これでみると，多収品種は，籾数が

比較的得やすく，しかもその概数は穂数で取る型で，

穂相は一次枝梗着生概数の比重が大きいこと，また，

全乾物重や全窒素吸収量も比較的大で，特に後期まで

窒素を吸収し，洩度も高い性質があるようである。さ

らに穂揃時の上位葉は直立型でしかも豊熟期間中の下

垂が少ない傾向が認められる。しかし．品種にはこの

ような多収性の他に病虫害や低温に対する抵抗性や品

質・食味なども要求され多収性が若干劣る場合もある

ので．こうした場合にはできるだけ前述の形に近ずけ

るような肥培管理が必要となる。

第2表　各品種の特性一覧

品 種 名

項 且

フ サ 北 サ ト 東

ジ

ノ

サ

ノ

陛

91

サ

シ

ブ

シ

北

112

リ リ 号 キ キ 号

玄　　 米　　 収　 量 × △ ○ × ◎ ○

単 位 面 杭 当 り籾 数 △ △ × ◎ ◎ ○

穂　　　　　　　　 数 1枚 ○ △ ◎ △ △

豊　　　 熟　　　 力 × △ ○ × ◎ ○

成　 熟 期●窒 素 萬 度 × × ○ × ○ ○

全　 窒　 素　 吸　 収 量 × × △ △ ○ ○

全　　 乾　　 物　　 重 X × × ○ ○ ○

一　　 穂　　 籾　 教 ◎ 疲 × ○ ○ △

二次枝梗／一次枝梗 ○ × △ ◎ ）く ○

穂　 揃　 時 菓　 弦 角 △ ○ × ○ △ △

豊 熟 期 の 止糞下垂 △ ○ × ○ 〉く △

注．各項目の多または強の順に◎○△×複で示した。

登熟力は，各籾数段階で比較した場合に千籾当

り収量の水準の高いものを強とした。

二次枝梗／一次枝榎は．一次枝梗一本当りの平均

二次枝梗着生数を示す。




